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国
民
健
康
保
険
税
の
限
度
額
変
更
に

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
会
計
（
国
保
会

計
）
は
、
加
入
者
の
国
保
税
と
国･

県
な
ど
の
負
担
金
、
市
か
ら
の
繰
入

金
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
し
、
医

療
費
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
給

付
費
は
加
入
者
が
病
院
で
受
診
し
た

治
療
費
な
ど
で
、
本
人
が
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
分
（
原
則
３

割
）
を
除
い
た
分
（
市
が
７
割
負
担
）

の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
国
保
会

計
は
、
一
つ
の
独
立
的
性
格
を
持
つ

た
め
、
特
別
会
計
と
さ
れ
て
独
立
採

算
で
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
加
入
者
皆
さ
ん
の
医
療

に
要
す
る
費
用
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
保
事
業
の
健
全
な
財
政

安
定
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
、

加
入
者
の
方
に
国
保
税
の
限
度
額
変

更
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
加
入
者
の
方
に
は
、
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
加

入
者
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
お
金
を
出

し
合
い
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
支
え

あ
う
国
民
健
康
保
険
制
度
の
趣
旨

に
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※医療分・支援金分・介護分について、それぞれ計算されますが、限度額が

　設定されています。（右記表参照）

※所得額が世帯全体で一定額以下の場合、国保税が減額（７割・５割・２割

　分）となる場合があります。（申請不要）

※疾病・失業・廃業・事業不振等により前年中の合計所得額が３００万円以

平成２１年度 平成２２年度

医療分 　４７万円 　５０万円

支援金 　１２万円 　１３万円

介護分 　１０万円 　１０万円

合　計 　６９万円 　７３万円

　 　限度額の改正

得額の合計に対して２分の１以下に減少し、国保税の納付が困難と認められる場合には、申請により国保税を減免す

ることができる場合があります。ただし、現金・預金の保有状況により認められない場合があります。（申請必要）

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
に
つ

い
て

　

日
ご
ろ
、
忙
し
い
方
や
う
っ
か
り

国
保
税
を
納
め
忘
れ
し
ま
い
が
ち
な

方
の
た
め
に
、
簡
単
で
便
利
な
口
座

振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
口
座
振

替
と
は
、
市
の
指
定
金
融
機
関
な
ど

が
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
預
貯
金
口
座

か
ら
納
期
ご
と
に
自
動
的
に
振
替
納

付
す
る
制
度
で
す
。

◆
申
し
込
み
手
続
き

　

市
指
定
の
金
融
機
関
で
取
り
扱
い

し
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
窓
口
に
あ

る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
届
出
印
が
必
要
で
す
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

常
陽
銀
行
・
茨
城
み
な
み
農
業
協

　

同
組
合
・
み
ず
ほ
銀
行
・
三
井
住

　

友
銀
行
・
筑
波
銀
行
・
茨
城
県
信

　

用
組
合
・
水
戸
信
用
金
庫
・
東
日

　

本
銀
行
・
結
城
信
用
金
庫
・
ゆ
う

　

ち
ょ
銀
行

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と

　

特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
国
保
税

を
滞
納
す
る
と
、
未
納
期
間
に
応
じ

て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。

●
滞
納
が
一
年
未
満
の
場
合

　

通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限
の
短
期

　

被
保
険
者
証
に
変
更
に
な
り
ま
す

●
滞
納
が
一
年
以
上
続
く
場
合

　

短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
後
、
納

　

税
相
談
が
行
わ
れ
て
も
な
お
引
き

　

続
き
一
年
以
上
滞
納
が
続
く
と
、

　

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

。

　
医
療
福
祉
費
受
給
者
証

更
新
の
お
知
ら
せ
　

～
母
子
・
父
子
・
重
度
障
が
い
者
・
65
歳
以
上
重
度
障
が
い
者
の
方
～

問

　

現
在
使
用
し
て
い
る
医
療
福
祉
費

受
給
者
証
は
、
６
月
30
日
㈬
で
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

７
月
か
ら
の
医
療
福
祉

費
受
給
者
証
は
、
６
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
の
所
得
が
分
か
ら
な

い
方
や
未
申
告
の
方
に
つ
い
て
は
、

所
得
の
確
認
が
と
れ
な
い
と
医
療
福

祉
費
受
給
者
証
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
所
得
の
確
認
が
と
れ

な
い
方
に
は
、
そ
の
旨
の
通
知
文
を

郵
送
し
ま
す
。
所
得
の
確
認
が
と
れ

次
第
、
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
を
発

行
し
ま
す
。

※
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
重
度
心
身

障
が
い
者
で
医
療
福
祉
制
度
（
マ
ル

福
）
該
当
の
方
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
移
行
し
な
い
と
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
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こ
の
場
合
、
医
療
費
は
全
額
自
己

　

負
担
に
な
り
ま
す
。

●
資
格
証
明
書
が
交
付
後
さ
ら
に
滞

　

納
が
続
く
と
、
財
産
の
差
押
な
ど

　

の
処
分
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

。

下の世帯において、加入者の当該年中の所得見込額の合計が、前年中の所




